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子ども自身の問いを引き出す算数科の授業
小林元之（福山市立日吉台小学校）黒崎東洋郎（岡山大学教育学部）
要約教師が操示する問題を子どもたちはどのような意識をもって取り組んでいるのだろうか。 重要
視されている算数的活動もどれはどの子どもたちが目的意識をもって取り組んでいるだろうか。 教師の提
示する問題が，子どもにとっての其の問題となるのは，子どもの内面に，子ども自身の問いが生まれたと
きである。そして，子ども自身の問いが生まれたときに初めて，子どもの主体的な活動が始まると考える。
そこで，算数科の授業において，子ども自身の問いを引き出す問題提示の工夫を授業実践を通して明らか
にしていく。
キーワード子ども自身の問い問題提示算数的活動日的意識
1はじめに
小学校学習指導要領解説算数編の〈第4章指導
計画の作成と各学年にわたる内容の取り扱い〉の
く1指導計画作成上の留意点〉に，「問題解決
の能力を一層育成する観点から，次の事柄につい
て配慮する必要がある。 ①問題の発見や構成，
問題を自分のものとする段階の指導を充実する。」
と書かれている。 しかし，基礎・基本をせまくと
らえ，児童の興味・関心，疑問や問題意識などに
っいては深く考えないで，知識・技能面を重点的
に指導している実態がある。
また，表1は全国算数授業研究会の大会参加者
240名（1995年）を対象としたアンケート調査「算
数の授業づくりにおいて関心があること」の回答
上位5位までのものである。 子どもの問いを引き
出す問題提示の技術に関心をもっている教師が多
いことが分かる。
表1算数の授業づくりに関心があること
この研究では，算数科の授業において，子ども自
身の問いを引き出す問題提示の工夫を授業実践を
通して明らかにしていく。
2方法
（1）教材研究
児童がどのような問題意識をもつか考えながら，
教材研究をする。
（2）授業展開
教師や子どもの驚きをきっかけにして授業を展
開する。
（3）授業実践の整理
問題提示の工夫やそれにかかわる児童の反応を
整理する。
3問題提示の工夫の事例
（1）1年生「おおきなかず」
第1学年算数の教科書では，100までのカード
を使った数の考察の内容において，
のような設問がある。
これでは，子どもたちが数の並びについてじっ
くり考える前に，「位の数に目をつける」という
ことを示されていることになる。
そこで，1から100までのカードを隠した数表
を用いて，その隠れた数を見つけるという課題を
設定することにした。 隠れた数を書く活動におい
て，数の並びのきまりについて気づいた子どもた
ちは，横に書いたり，縦に書いたり，斜めに書い
たりする。横に書いている児童は，「十の位は同
じで，一の位が大きくなっている。」，縦に書いて
いる児童は，「一の位は同じで，十の位が大きく
なっている。」ということに気付いている。
（2）3年生「かけ算のきまり」
第3学年の算数の教科書には，「かけ算のきま
り」を見付ける問題として、次のような問題が用
意されている。
なぜ，かけ算の表を仕上げなければならないの
か，なぜ，答えの並び方を見つけなければならな
いのか，その課題を自分の課題にすることが大切
である。そのために，6の段以降を虫食いにした
九九表を完成させるミニ二テストを実施し，その中
で答えを忘れていたかけ算の求め方を考えさせる
ようにした。実際には，7×4め答えの見つけ方
を九九の表から考えさせていった。
児童が自分の力で見つけた考え方は，次の4通
りである。
①7を4回たす。
、
②4×7の式にして考える。
③7×3の21に7をたす。
④7×5の35から7をひく。
⑤3の段の12′と4の段の16をたす。
（教師の支援を受けて）
九九を忘れたときに，「九九表のきまりを活用
すればいいんだ。」ということを実感させること
は大切であると思う。 そのためには，「忘れてし
まった。どうしよう。 何かいいやり方はないかな。」
と、算数を覚えるものではなく、算数を創るもの
だという問題意識をもたせることが大切である。
（3）3年生「重さの計算」
第3学年「重さ」の単元では，教科書やランド
セルの重さを測定する授業の後に，次のような教
科書の問題が用意されている。
今までの既習事項を生かして，重さの加法に気
付く教材はないかと考え，次のような授業の展開
をした。
1kg以上のランドセルを選び，「これ況4kg
はかりと1kgはかりのどちらを使いますか」と
発間する。量感を育てるための発間である。
今まで，適切な器具を選ぶ学習をしているので，
すかさず，「4kgはかり」と返事が返ってくる。
次に，1kgはかりに置くと，案の定，最大のとこ
ろで止まって，測ることができない。
そこで，「ランドセルを1kgはかりで測れない
だろうか。」と課題を出す。 子どもたちが，ラン
ドセルの中身をそれぞれ出して測り，たし算をす
るだろうと予測した発間である。 5口の計算にな
って，計算は難しくなったが，重さにおける加法
の場面の理解が図れた授業であった。 ひき算も・
「水」という素材を使って同様に実施した。
（4）3年生「わり算」
第3年生の重点指導内容に「わり算」がある。
教科書の問題は次のようになっている。
いろいろな分け方をしてみて，同じ数ずつ分け
る経験をさせることが大切だと考え，第1時のめ
あてを「12このブロックを3人で分けましょう。
いろいろな分け方を考えよう」とし，同じ数ずつ
分けることだけをしないで，いろんな分け方があ
るひとつに，同じずつ分けるやり方があることを
押さえていった。
同じ数ずつの分け方も，多様な見方考え方があ
り、教え込む必要はない。
①4個ずつ分けていく（思考実験）
②2個ずつ分けていく
③1個ずつ分けていく（ユークリッドの互助法
的）
④3個ずつ分けて，次に1個ずつ分けていく
⑤2個ずつ分けて，次に1個ずつ分けていく，
などである。
いろんな分ける経験をすることが、等分除の場
合のわり算の演算決定を確かなものにしていくこ
とにつながると考える。 ・等分するとはどういうこ
となのかが、この算数的活動を通して実感して分
かるのである。
（5）3年生「わり算（2）」
第3学年の算数の教科書の問題は、次のように
なっている。
子どもたちは，わり算（1）の時に，「12個の
クッキーを，3人に同じ数ずつ分けると，1人分
は4個になります。 この．ことを，式で12÷3＝4」
と学習しているので，いきなり立式は無理である。
それで，次のように，問題文を変えていった。
すると，子どもたちは，みかんの数が分からな
いので，できないと反応してくる。 『何個にしよ
うかな』と言って，既習が生かせる『12個』にす
る。子どもたちは既習を生かして，12÷3＝4と
答えてくる。次に『13個では』と言って，数を拡
張していく。このようにしていくと，わり算にな
ることの理解が図れる。 そして，実際にブロック
や図を使って，分けてみるのである。 そうするこ
とによって，あまりがあることや，あまりがある
場合も，わり算になることを理解させていくので
ある。ここでの指導の成功のポイントは，割り切
れる場合のわり算と，あまりがでる場合のわり算
の思考をつないで指導する点である。
口を使って，数を拡張するやり方は，4年生の
わり算（1）でも使える。 例えば，次の
ようにする。
□まいの色紙を，3人に同じ数ずつ分けます。 1
人分は何まいになりますか。
『6まいでは』
『60まいでは』
『600まいでは』
（6）4年生「面積」
教科書には必ず辺の長さが示されている。 子ど
もたちが必要と感じていない情報もそこには存在
しているのである。 そこで，目的にあった情報を
自らが選択するために実際の長さで複合図形を提
示して，必要な長さを測らせて，面積を求めさせ
た。
実際，上のような図形の面積を求める場合，辺C
の延長上に，補助線を引くならば，aとfcとd
の長さが分かれば，解けるのである。 bやeの長
さは必要ないのである。 測る回数が少ない方が，
めんどくさくなくて，効率的である。 測る回数を
観点にして，簡潔な数理的な処理を考えさせるこ
ともできる。
「何本とれて，何mあまりますか」と問えば，
「この間題はあまりが出る問題」と子どもたちに
課題意識をもたせずに知らせているようなもので
あり、問題意識を児童から奪う問題設定になりか
ねないという指導上に大きな支障を生じる課題が
ある。
私は、割り切れないときは，「割り切れるまで
わり算を進める」「概数にする」「あまりを出す」
「余りを場合に応じて、切り捨てたり、切り上げ
たりして適切に処理する」といった判断力を育て
たいと考える。
そこで，割り切れるまで求める間男乱概数にし
て求める問題をした後に，あまりを出して求める
問題を出し，次のように問題を変えていった。
子どもたちは，既習を生かして，この間題を解
いていくと，次のように考えてくる。
①小数第2位を四捨五入して，約4．4本。
②小数第1位を四捨五入して，約4本。
③あまりを出して，4本できて，15mあまる。
学び合いの集団解決の段階で，その解について
吟味していくとj「約がつくこと」や「あまりが
大きい数」であることの問題点に気付いていく。
そして，一小数点の位置について，目を向けさせる
のである。
（8）5年生「カレンダートリック」
5年生のトピックス教材「カレンダートリック」
（自作教材）において，次のようなルールで，子
どもたちと一緒に競争をする。
いくらしても，教師の方が速いのである。 当然，
子どもの意識として，「なぜ，速いのだろう。 何
か，ひみつがあるのかな。」という思いが出てく
る。
そこで，課題を設定するのである。 3年生のあ
まりのあるわり寅を応用した「棒消しゲーム」や
6年生のまとめの「あなたの誕生日をあてましょ
う」にも，適用できる。
4指導の実際
（1）単元名かけ算（1）（第3学年）
（2）単元目標
被乗数，乗数の一方または両方が0のときや9
を超えるときの乗法や乗法について成り立つ性質
やきまりなどの理解を深め，乗法を用いる能力を
伸ばす。
〈関心・意欲・態度〉
・被乗数や乗数が0のときや9を超える場合に
も，進んで乗法を適用しようとする。
・．乗法について成り立つ性質やきまりに関心を
もち，進んで見つけようとする。
〈数学的な考え〉
・乗法の性質や交換法則・分配法則を用いて，
被乗数や乗数が0のときや9を超える場合の計
算を考える。
〈表現・処理〉
・被乗数や乗数が0や9を超える場合の乗法計
算ができる。
〈知識・理解〉
・乗数と積の変化の関係や交換法則・分配法則
及びそれらを計算に用いる方法を理解する。
（3）指導と評価の計画（全9時間）
（4）本時について
ア本時の目標
九九の表から，きまりを見つけようとし，乗数
の増減に伴う積の変化の様子やかけられる数とか
ける数を入れかえても積は同じこと・九九表の複
数の段をたして，新しい段の九九を作ることがで
きることを理解する。
イ観点別評価規準
T7×5は？
C35
T35から7をひくよ。
35－7＝28と板書する。
じゃ，どうして7をひいたんですか。
C28にするには，7多いから。
この発言は，「乗数が1減少すると，積は被乗
数だけ減少する」という性質から発言ではないの
で，次の発間をした。
Tさっきは，左から見ていったけど，右から見
ていくと，どうなってる？
C減っています。
Tいくつ減っているかな？
C7つです。
先ほど，7の段の数字の並びを使って，
7ずつ減っていることを確認した。
不一誼二五二項三主二五こ五二可
←63
その後，かける数の4のところをたてに見て，
「32（8×4）－4＝28」という考え方の発表が
あったが，分配法則からの考えは出なかった。 そ
こで，ヒントとして，九九表を3の段と4の段と
7の段だけが見えるようにして提示した。
Tこれから何か見つけられませんか？
C3の段の12と4の段の16をたせば出ます。
ここで，指導したい内容である分配法則が出て
きたので，表の数字を指しながら，次のとおり確
認していった。
「7×4の答えは，3×4の12と4×4の16を
たせば，2gになっている。」
エまとめる
T見つけていなかったやり方を自分の言葉でノ
ートに書きましょう。
4考察
（1）問題提示の工夫
子どもたちへの問題意識をもたせ方を整理する
と，2通りある。 ひとつは，児童に困った状態を
つくり，そこから「どうすればいいんだろう。」
と考えさせるやり方と，もう一つは，算数のゲー
ムなどで，先生はすごいなという状況をつくり，
「なぜなんだろう。」と考えさせるやり方である。
教科書は欠席した児童も自ら学習できるように作
成されているので，学習のねらいがとらえやすい
ようにできている。 したがって，教科書通りの問
題提示や設問をしていくと，児童の問題意識や数
理をつくる力を奪っている場合があるのではない
かと考える。教師はどんな力を育てたいのかを明
確にして，子どもたちが問題意識をもって学習で
きるような場面を設定して授業を行っていくこと
が必要である。
○算数への関心・意欲・態度
九九表を見て，かけ算のいろいろな性質を見つ
けようとする。
○数量や図形についての知識・理解
九九表から，乗数の増減に伴う積の変化の様子
やかけられる数とかける数を入れかえても積は
同じこと・九九表の複数の段をたして，新しい
段の九九を作ることができることを理解する。
（5）授業の実際
アふれる・つかむ（課題の提示）
6の段から虫食いにした九九表を児童に配り，
2分以内で，6の段以降の九九を児童に解かせた。
そして，
忘れていた九九を本時の学習課題に設定した。、
イもとめる1（自力解決）
Tlは，あらかじめ予想している見つけ方（①7
十7＋7＋7，②4×7，③21＋7，④35－7，
⑤分配法則活用，⑥その他）でチェックしていく。
式で表さず，言葉で説明している児童が多くいた
ので，把握するのに時間がかかった。 T2は，考え
の浮かばない児童に対応していった。 もちろんTl
も，見つけ方のチェックが終わったら，個別指導
をしていった。
見つけ方を一つも見つけられなくて，困ってい
る児童も数名いた。 その児童には，7×4の答え
である28を鉛筆でつぶして，「この答えを忘れて
いるんだよ。7の段の答えの数の並びから，気付
くことはない？」等と個別指導をしていった。
りもとめる2（集団解決）
「一つ見つけた人？ ，二つ見つけた人？ …」と児
童に挙手をさせていざ，見つけられなかった児童
は，友だちの考えのよさを学ぶ構えをもたせよう
とした。
Tこれから見つけたことは何ですか。
C7を4回たせばいい。
算数の言葉である式で表現させたいと思い，次
の質問をする。
T式で表すと？
C7＋7＋7＋7
Tまだ，あるよっていう人？
C4×7の式にして考える。
Tどうして4×7にしたのかな。
C7×4のかける数とかけられる数を入れかえ
ても答えは同じだから。
T3つめ，ある人？
C前の7×3の21に7をたせばいいです。
T式で言うと，どうなるかな？
C21＋7
乗数と積の変化の関係を押さえたかったので，
次の質問をする。
Tどうして7をたしたんですか。
C最初の7から7ずつ増えているから。 ここ
で，7の段の数字を書き，7ずつ増えて
いることを確認した。
T4つめ，他にある人？
C7×5の答えから7をひきました。
重点的に指導しようと思っていた内容（乗数が
1減少すると，積は被乗数だけ減少する）が出て
きたので，ここでは，じっくり発問していった。
（2）3年生「かけ算のきまり」の授業
忘れていた九九を本時の学習課題にしたところ
が問題提示の工夫点である。 子ども自身が問いを
もち，問題解決をする過程を通して考える楽しさ
を味わっていくと考える。 2002年12月のアンケ
ート「自分で考え，学び合う授業は楽しいですか」
において，楽しいと回答した児童の割合は，87％
である。
表2は楽しいと感じる理由である。 問題
解決のよさを感じていることが分かる。
表2楽しいと感じる理由
5おわりに
子どもたちが自分の問いに対して，目的意識を
もって取り組む授業は，教師にとっても楽しい授
業となる。さらに子ども自身の問いを引き出す問
題提示の工夫をしていき，考える楽しさを感得さ
せていきたい。 平成10年告示の新学習指導要領
では「生きる力」の育成が基本方針が出されてい
る。この中でも「自分で課題を見付ける」こと提
案されており、問いを見付けるようにすることを
最大の課題の一つに上げている。
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Classroom teaching which enables pupils to see their learning goal by themselves
 in arithemetic class
 What kind of feelings do pupils engage in their teacher' s task with?
 How many pupil's do receive their's teacher's much accounted arithimetic activities with aimful
 feelings?
 When each puipul's own problem makes appearance ineach of his mind, his teacher's
 task becamesa real problemto each of his own. And then ,each puipl's subjective
 activities begin to start.
 Therefore ,in my arithmeticclass, I present some ideas about the way of task
presentation in orderto take out each pupil's problem in my daily teaching.
